
議 事 録

会 議 名 令和６年第２回守山警察署協議会

令和６年５月31日（金）
午後３時00分から午後５時30分までの間

日 時 ・ 場 所

守山警察署 講堂

１ 委員
菅沼 正壽 会長 前川 千春 副会長
坂 英雄 委員 正治 美知子 委員
岡田 和也 委員 二村 淳 委員
長谷川 裕子 委員 原田 望 委員
山田 美和 委員 河合 勝人 委員
牛場 雅人 委員 村濱 稚都子 委員

以上12名（定数12名）

出 席 者 ２ 警察署員
前田 署長 石垣 副署長
池田 警務課長 谷口 会計課長
浅野 生活安全課長 伊藤 地域課長
竹内 刑事課長 服部 交通課長
渡邉 警備課長 浅野 幹部交番所長

以上 10名

３ 有識者等
なし

諮 問 事 項 等 守山警察署管内における災害対策

１ 「自助・共助・公助」の啓発活動と実戦的な訓練の推進

答申等の概要 ２ 体制の確保と装備資機材の充実への取組

そ の 他 次回開催予定は令和６年９月上旬頃とする。
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

１ 会長挨拶

２ 署長挨拶

３ 守山警察署幹部紹介

４ 各種報告

(1) 管内の犯罪発生状況(令和６年４月末日現在)

(2) 管内の交通事故発生状況(同上)

５ 前回の答申に対する具体的施策の推進状況

(1) 諮問事項

自転車・自動二輪車の交通死亡事故抑止対策

(2) 答申事項

ア 高齢者を始めとした広報啓発活動のより一層の推進

イ 学校における交通安全教育のより一層の推進

ウ 自動二輪車に対する速度違反の取締り強化

(3) 答申に対する取組結果等

ア 答申アについて

○ コミュニティＦＭの番組に出演して、交通事故情勢や交通安全につ

いての広報を呼び掛けた。

○ 駅員や学区の連絡協議会と合同で駅利用者や駅周辺の通行人に対し

て、自転車マナーアップに関するチラシを配布するキャンペーンを実

施した。

イ 答申イについて

○ 管内の幼稚園・保育園から小学校、中学校、高校、大学まで、幅広
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

く交通安全教育を推進した。

○ 幼稚園や保育園では、横断歩道の渡り方や信号の見方などの基本的

な交通ルールを園児が学びやすいような内容に工夫した。

○ 小学校では、自転車を乗り始める３年生を対象にして、愛知県警察

第一交通機動隊自転車対策小隊「ＢｰＦｏｒｃｅ」とともに自転車の交

通ルールを学ぶ交通安全教室の開催を強化した。

ウ 答申ウについて

取締り重点路線での可搬式速度違反児童取締装置による取締りや検問

による速度取締りを強化した。

６ 諮問

(1) 諮問

守山警察署管内における災害対策

(2) 諮問事項の設定理由

本年１月１日に能登半島地震が発生し、多数の家屋倒壊によって、現在

も多くの住民が避難生活を送っている。東海地方でも「南海トラフ地震」

という大規模地震が高い確率で発生すると予想されており、警察でも各種

対策を推進している。そこで、委員の方に警察の災害対策訓練や資機材等

を見ていただき、警察の災害対策について意見を頂き、今後の警察活動に

活かしていきたいと思い、諮問事項として選定した。

７ 諮問事項に対する意見

委員 ・ 自助の重要性をもっと広報する必要がある。

私は、自分と自分の家族を守ることを考え準備をしている。警察
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

は、高齢者など社会的弱者の救済活動を心掛けてほしい。

委員 ・ 能登半島地震では、役場は３日間は機能停止していたと聞いてい

る。現地本部が立ち上がっても発災直後の支援を行政に期待するこ

とはできない。

・ 自分のことは自分で守るという意識を持ってもらえるような広報

活動が必要である。

・ 防災訓練などは、ブラインド式でやらなければ真剣に取り組まな

いと思う。

委員 ・ 私は、医療機関で働いているが、当院では、患者や職員の３日分

程度の食料を備蓄しているものの、災害時に、休日の職員が集まれ

るかという不安がある。

病院単独での訓練は実施しているが、地域や他機関との合同訓練

が実施できていないので、今後、連携をとることを重点とした訓練

を実施し、共助の意識を高めることが大切だと考えている。

委員 ・ 大規模災害のときには、被災者が救助活動をしなければならない

状況になる。当社は、土木関連事業であるが、社会インフラを守る

ためには、まずは、社員の安全を確保しなければならない。社員へ

防災の意識向上を始め各種社内防災に努めている。

・ 公助に頼れるのはわずかで自助と共助が重要であることを伝えて

いかなければならない。

・ 有事の際は、他機関との情報共有、連携が不可欠であるので、多

様な想定訓練、合同訓練を実施して協力体制を確立しなければなら
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

ない。

委員 ・ 震災だけでなく、台風などでも、停電による信号滅灯が起きてい

る。大規模停電の場合、限られた人員で、どのように対応をするの

か。震災時同様、警察には、交通誘導などを期待したい。

委員 ・ 地域によっては、高齢者世帯が多く、町内会で備蓄などしていて

も、配布などに対応する者も高齢者なので、いざという時に、実際

に対応できる者がいるか分からない。

・ 災害時には、飲料水とトイレの問題がいつも取り上げられている。

飲料水、食料の配布や仮設トイレの設置と清掃を誰がやるのか具体

的な計画が必要だと思うが、住民は、「公助」に期待して「自助・

共助」への意識が低い。地域や学校などいろいろな場所で積極的に

防災の啓発広報活動をしてほしい。

委員 ・ 教育機関で勤務しているが、当校では、毎学期シェイクアウト訓

練をしたり、災害ボランティアに参加した者からの意見発表の機会

を設けて、生徒らの防災意識を高めようと取り組んでいる。

災害時の活動というと自衛隊や消防ばかりをイメージする原因に

は、警察からの防災広報が少ないからではないか。

委員 ・ 民生委員をしているが、受持ちの要支援者数が多く、災害時に、

すべての要支援者のお宅を回ることは困難である。その結果、警察

の救助活動に期待してしまう。

委員 ・ 災害時に、警察機能を協定機関に場所を移すとの話があったが、

広い守山区、尾張旭市に２か所だけでは、道路や橋が寸断されるこ
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

とが予想される中、拠点が少なすぎるのではないか。

委員 ・ 災害救助で警察のイメージが少ないのは、防災広報活動が、消防、

自衛隊に比べて少ないのではないか。

委員 ・ 共助できる人は、まず自助ができていないと不可能である。これ

は警察官にも言えることで、警察署に出勤した者の食料や寝具など

が確保されていなければ、満足な救助活動はできないと思う。

・ 災害時は、大型のレスキュー車では通れない場所も多いと思う。

小型で機動力の高い車両、装備を多く確保したほうがいいのではな

いか。

８ 答申

(1) 「自助・共助・公助」の啓発活動と実戦的な訓練の推進

(2) 体制の確保と装備資機材の充実への取組

９ その他

次回開催予定は、令和６年９月上旬頃とする。


